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するのは外交官の仕事」と根拠を示さずに述べた。

（2） 6日付, B1面

rGhosnFlightPutsJaPanOnDefensiveAboutCourts｣ (BehDooley記者, Makiko

Inoue記者,東京発) ･

I

(a) 6日付，電子版

[CarlosGhosn' sEscaPeBeganWithaRideona｡PublicTrain｣.(Makiko

Inoue記者, HisakoUeno記者，東京発）
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（1） 2日付，電子版．

「ゴーン氏逃亡について日本政府関係者は沈黙し，安倍総理はゴルフをする(Abe.PIays

Gol:fasJap3nOfficialsStay.SilentOVer6hoSnEsCaPe) ｣ (IsabelReynoldS記者）

昨年大晦日に日産元会長カルロス"づｰﾝ氏の出国が報じられて以来,安倍総“都内

の高級ホテルに宿泊して家族と食事をとり，ジムに行き‘ゴルフさえもしている。日本の
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大手メディア各社が報じたこれらの動静は,日本で最も重要な正月休みの総理の過ごし方

として例年と変わらない。しかし， 日本史上最も注目されたホワイトカラー犯罪事件の一

つにおける主役の劇的な逃亡後は， とりわけ顕著である｡安倍総理はゴーン氏の逃亡につ

いてこれまでコメントせず,他の閣僚も同様である。総理官邸および外務省に電子メール

もしくは電話で連絡したが, いずれの当局者もコメントを控えた。日本の仕事始めは1月

6日だ。

テンプル大学ジャパンキャンパスのアジア研究学科ディレクター，ジェフ・キングス糸

ン教授は「どのように展開しようと，面目の立たない状況だ』 ， 「日本政府は何事もなか

ったかのように前に進むことで，悪いニュースが風化するのを待ちたいだろう。賢明なや

り方としては，検察や警察出入国の当局に対応させることが考えられる。失態を演じた

のは彼らだからだ』と述べた。 ‘

： ここ数か月間‘安倍総理の支持率は一連の不祥事を受けてすでに低下している。それで

もなお，安倍総理は同様の挫折を乗り越えて，在任期間が最長の総理となった。日本政府

の長い沈黙は,正月休みというだけでなく，安倍総理がゴｰﾝ氏の身柄引き渡しについて

限られた手段しか持たないことも一因である可能性がある。レバノン外務省は,ゴーン氏

は合法的に入国し,出国については認識していなかったと述べた。
政府高官の1人はブﾙｰﾑバｰグの取材に対し,今後はゴｰｰﾝ氏の身柄引き渡しに向け
てレバノン政府との交渉になると思うと述べたが， 日本政府がレバノンに対してどのよう・

な交渉材料を持つのかは不明である｡安倍総理が最近の韓国との対立の際に行ったような，

貿易規制の強化は効果的でないだろう。2018年のレバノンの貿易において日本が占め

る割合は1 ． 5%に過ぎず,その大半が輸入である｡日本は過去にﾚバﾉﾝに支援を行っ
てきたが,外務省ウェブサイトには,. 2018年B月以降,公的な開発支援を行ったとい

う記載がない。同ウェブサイ炭によると， 日本はレバノンに対する直接投資を行っておら

ず,在レバノン邦人は約1oo人のみ,在日レバノン人は約2･O.O人に過ぎない。

中東情勢を専門とする放送大学の高橋和夫名誉教授によると， 日本の唯一の希望は， 日

本と緊密な関係にある他の中東諸国への支援要請である｡高橋教授は, 「日本はｼﾘｱに多
大な支援を行っており，シjノアはレバノンに対して影響力を持つ」と述べるd日本はシリ・

ア政府に対して,ゴーン氏の身柄を引き渡すようレバノンに圧力をかけるよう要請するか
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もしれないと指摘した上で，実現の可能性は低いだろうと付け加えた。 、

日本とレバノンの間には，逃亡者をめぐる争いの歴史がある‘日本政府による， レバノ

ンに潜伏した日本赤軍メンバーら人の引き渡し要請に対し， レバノンは長年抵抗してきた。

佐藤正久･前外務副大臣は, ｢日本はゴーン氏引き渡しについてレバノン政府と交渉しな

ければならない。ゴP－ン氏は（国民的）英雄であり，交渉は容易ではないだろう』とツイ

ー卜した。
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（量） 6日付，電子版

「GhosnUsedPUblicTransporttoEscapeFromTokyo,,NTVSays｣ (KanaNiShizawa記
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Campbell記者, BrianBremner記者, Kaelnoue記者, AniaNussbaum記者）
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（2） 6日付，電子版

「日本政府,ゴーン逃亡を受け,出入国管理の強化及び保釈条件の見直しを約束(Japan

vowstOimproyeborderchecks,baiiafterGhosnEscape).｣ (YuifiKageyapla記者j東

京発）

6日,森法務大臣は，ゴーン氏の出国を受けて，出入国管理の強化及び保釈条件の見直

しを約束した。森大臣は，各国は独自の司法制度を有しており， 日本における逮捕は他国

より少ないと述べて,,当局が根拠ありと確信する場合のみに逮捕が行われる旨示唆し,
「単純な比較は誤解を招く恐れがある』と述べた。 ．
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■日本はレバノンとの身柄引き渡し条約を結んでいないが，森大臣は， 日本が（レバノン

に対して)ゴーン氏の引き渡しを求める可能性を保留した。そうした引き渡しが実現する

可能性は今のところ低く， 日本の選択肢は限られている。森大臣は，経済制裁といった報

復措置は非常に慎重に決定される必要があると強調した｡日本政府が米国またはフランス

に支援を要請したかどうかについては言及しなかった。
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Ｉ
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5ロイター(6日付，電子版，東京発）

「GhOsntookbul･lettra.intoOsakaenroutetoLebanon:Kyodo」

転電【添付有】北米公館（除代表部） 、国連代（了）
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